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Ⅰ　問題と目的

身体的にも知能的にも正常範囲で明らかな運動

機能の障害がないのにも関わらず、運動の協調を

必要とする行為の獲得や遂行が暦年齢に比べて著

しく低く、学習や日常生活の活動に著しい支障を

きたす不器用な子どもの存在が学校や臨床場面で

しばしば報告されている （是枝，2005）。「協調」 と

は視知覚・固有覚・位置覚など感覚の入力から、

出力である運動制御までの脳機能であり、その臨

床例として、授業の体育においてはキャッチボー

ルができない、縄跳びで手と足のタイミングが合

わずにうまく跳べないといった粗大運動の問題

や、板書の書き取りを必要とする授業や図工の授

業において筆圧の調節がうまくできない、はさみ

を使って切るという細かな動作が難しいといった

微細運動の問題があげられている （中井，2014）。

この発達の「協調」に関する問題はアメリカ精神

医学会 （American Psychiatric Association；以下

APA） （2014） が刊行している「DSM-5精神疾患の

診断・統計マニュアル （Diagnostic and Statistical 

Manual of Mental Disorders；以下DSM-5）」にお

ける発達性協調運動障害（Developmental 

Coordination Disorder：以下DCD） に相当する。

DSM-5におけるDCDの診断基準は以下の通りで

あ る （APA，2014） （Table 1）。DSM-5の 以 前 の

バージョン「精神疾患の診断・統計マニュアル第

4版 改 訂 版 （DSM 4th edition Text Revision）」

APA （2003） ではDCDのある子どもたちに社会

的、情緒的問題が伴う可能性については明記され

ていなかったが、DSM-5では「集団での遊びや

スポーツへの参加の減少、低い自尊心や自己肯定
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感、情緒的または行動的な問題、学業成績の低

下、体力の低さ、および身体活動の減少」と明記

された （APA，2014）。DCDの社会的、情緒的問

題が伴う可能性が示されたことから、身体的不器

用さと社会的、情緒的問題の関連についての検討

を行うことによって、上記の問題を抱えている

人々への有機的な支援の方向性が得られると考え

られる。

「不器用」とは、幅広い意味を含んでいるた

め、一概に不器用といっても文脈に応じて様々な

意味合いに用いられている。運動面においては動

き方が鈍い、ぎこちない、運動課題の遂行が未熟

であるといった場合に使用されるが、他に認知面

においては対人コミュニケーションの面におい

て、要領が悪い、気が利かない、人づきあいが下

手、などの意味で使用されることがある。杉山

（2001） は不器用を、「精神遅滞や身体障害を伴わ

ないにも関わらず、身体全体の協調運動や手指の

巧緻性を有する運動の習得や遂行に際し、著しく

困難を示すこと」と定義づけている。上記の先行

研究の定義を尊重しつつ、本研究では、運動技能

の面に注目し、不器用の定義を「精神遅滞や身体

障害を伴わないにも関わらず、身体全体の協調運

動や手指の巧緻性を有する運動の習得や遂行に困

難を示すこと」とした。このような運動面に関す

る不器用さは障害の範疇にない人にも、程度の差

はあれど、困難さをもたらすことが予想される。

このような不器用さが心理的、社会的な側面に

及ぼす影響は、自分自身で自己をどのように認知

しているかによって問題となりうるとも考えられ

る。自己の不器用さについて、自己をどう把握し

ているか自分自身で評価することは、不器用さの

自己認知といえよう。自己認知について中村

（2006） は、自己への姿の注目 （自己意識・自己注

目）と自己の姿の把握 （自己概念） の過程を自己

認知として捉えている。また、榎本ら （2008） は、

自己の内面に注意が向くと、内省的思考が行われ

るようになり、そこに生じる情報処理過程を自己

認知と捉えている。以上の先行研究で得られた知

見をもとに、本研究では、不器用さに関する自己

評価を「不器用さの自己認知」と呼ぶ。

不器用という言葉の用途を運動の領域に限定し

ても、手指を上手に動かすことができない、身体

全体を動かす粗大運動に問題があるというように

身体部位によって区分けすることができる（杉

山，2001）。また、不器用さは年齢によって変化

して現れてくる （APA，2014） とあり、中学生ま

での不器用さと青年期の不器用さの関連を調査し

た林ら （2017） では、青年期になると不器用さの

サブタイプが細かく分類されることが示された。

松原 （2012） は、運動面の困難さは周囲に理解

されにくく、本人にはかなりのストレスになって

いることが多いことを指摘する。ここから運動面

での困難さが日常生活全般へ影響するため、本人

の自信喪失や自己効力感の低下の可能性がうかが

える。また、杉山 （2001） は、動きの不器用さは、

それ自体が問題であるというよりは、不器用さが

子どもの心理面、社会的な側面に及ぼす影響のし

かたによって問題となりうると述べている。林ら

（2017） は、中学生までの不器用さの自己認知は

青年期まで持続していると明らかにしており、青

年期においても心理面、社会的な側面になんらか

Table 1　DSM-5におけるDCD診断基準

A.  協調運動技能の獲得や遂行が，その人の生活年齢や技能の学習および使用の機会に応じて期待されるもの

よりも明らかに劣っている。その困難さは，不器用 （例：物を落とす，または物にぶつかる），運動技能

（例：物を掴む，はさみや刃物を使う，習字，自転車に乗る，スポーツに参加する） の遂行における遅さと

不正確さによって明らかになる。

B.  診断基準Aにおける運動技能の欠如は，生活年齢にふさわしい日常生活活動 （例：自己管理，自己保全） を

著明および持続的に妨げており，学業または学校での生産性，就労前および就労後の活動，余暇，および

遊びに影響を与えている。

C.  この症状の始まりは発達段階早期である。

D.  この運動技能の欠如は，知的能力障害 （知的発達症） や視力障害によってはうまく説明されず，運動に影響

を与える精神疾患 （例：脳性麻痺，筋ジストロフィー，変性疾患） によるものではない。
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DCDの有病率は、女性よりも男性の方が高く、

男女比は2：1～7：1の間であるとしており、不器

用さとそれに伴うコミュニケーション・スキルお

よび適応感には男女差があることが予想される。

DSM-5で新たに記述が加わった社会的・情緒

的問題と不器用さに注目した研究はほとんどな

く、検討の余地がある。青年期の不器用さ自己認

知とコミュニケーション・スキルや適応感との関

連、および影響について検討していくことで、不

器用さを自己認知する学生に対し、どのような支

援が可能となるか明確になるだろう。また、不器

用さの特徴、サブタイプ、男女によってコミュニ

ケーション・スキルや適応感への関連が異なるこ

とが予想され、個人の特性に焦点を当てたサポー

トの示唆を得る上で役立つことが考えられる。

本研究では、青年期の不器用さの自己認知とコ

ミュニケーション・スキルおよび大学での適応感

の関連を明らかにすること、男女差に注目し検討

することを目的とする。

Ⅱ　方法

１．調査対象者

関東圏内の大学生292名に質問紙を配布し、回

答を得られたもののうち、回答に不備がある調査

対象者13名は分析から除き、216名を対象とし

た。

性別の内訳は男性119名、女性97名。平均年齢

は、20.44歳 （SD＝1.59）であった。

２．調査時期・手続き

2014年 8月に 講義後や著者の知人を介して調

査を依頼し、許可が得られた個人に対して個別自

記入式の質問紙調査を実施した。対象者に対し

て、質問紙への協力は任意であること、プライバ

シーが侵害されることはないことを口頭で説明、

質問紙に明記し、倫理面に配慮した。

３．質問紙内容

（1） フェイスシート（性別・年齢） 

（2） コミュニケーション・スキル

コミュニケーション・スキルについて尋ねる項

目である。多面的なコミュニケーション・スキル

を体系的に把握することができる藤本・大坊

の影響を及ぼしていることが考えられる。

先行研究より、不器用さと関連すること予想さ

れる社会的な側面として、コミュニケーション・

スキルがあげられる。これは対人場面でコミュニ

ケーションを円滑に行うために必要となるスキル

であるが、コミュニケーション・スキルの定義は

ソーシャル・スキルと概念上の重複が見られるな

ど一意ではない。藤本・大坊 （2007） はスキルと

いう多義的な概念を扇形 （ENDCOREモデル） に

捉え、それは言語・非言語行動に関わるコミュニ

ケーション・スキルを基盤として、社会性に関わ

るソーシャル・スキルが上位に位置するものであ

る。本研究ではこのモデルを参考にコミュニケー

ション・スキルの定義を言語・非言語によるコ

ミュニケーションを適切に行う能力とした。大坊

（2006） はソーシャル・スキルの基盤となるコ

ミュニケーション・スキルの重要性を指摘してい

る。実際に近年、小・中学校でのいじめの問題だ

けではなく、高校や大学などにおいても友人がで

きず、集団や学校への不適応が社会的な問題と

なっている。そのような学校になじめないこと、

友人と仲良くなれないことの原因の 1つとしてコ

ミュニケーション・スキルの不足があげられてい

る （牧野，2009）。ソーシャル・スキルやコミュニ

ケーション・スキルはトレーニングによって獲得

可能であることからも明らかなように、先天的に

獲得される能力ではないが、ほとんどの子どもは

トレーニングをしなくても観察学習を行ったり、

実際の集団場面で習得したりしていく。しかし、

発達の面にアンバランスさがある子どもはソー

シャル・スキルの習得に何らかの困難さを抱えて

いる （岡田ら，2012）。幼少期の不器用さは青年期

まで持続することからも、青年期においてもコ

ミュニケーション・スキルの習得に何らかの困難

さがあるだろう。また、児童期に不器用であるが

ゆえに日常の遊びに参加できないことも示唆され

ており、身体的不器用さはコミュニケーション・

スキルだけではなく、適応感にも関連しているこ

とが考えられる。

また、Nakai et al. （2011） では、日本の子ども

たちの不器用さについて男女差の検討を行ってい

る。そこでは協調運動の発達について男女差がみ

られ、微細運動は女性よりも男性のほうが苦手で

あることが示されている。APA （2014） によると
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Kirby, Edwards, Sugden & Rosenblum （2010） の

ADC （Adult Developmental Co-odination Disorders/

Dyspraxia Checklist） やDSM-5の診断基準、Nakai, 

Miyachi, Okada, Tani, Nakajima, Onishi & Fujita

（2011） のDCDQ日本語版 （Japanese version of the 

Developmental Coordination Disoder Questionnaire）

を参考に作成されたものである。青年期の不器用

さ自己認知を測定することが可能な尺度であり、

『粗大運動』因子、『微細運動』因子、『不注意』

因子、『書字・多動性』因子の 4つから成る。「全

くあてはまらない」 （1点），「あまりあてはまら

ない」 （2点），「どちらともいえない」 （3点），

「ややあてはまる」 （4点），「非常によくあてはま

る」 （5点） の 5件法で回答を求めた。得点が高い

ほど不器用だと自己認知しているということを意

味している。

Ⅲ　結果

１．因子構造の確認と信頼性の検討

（1） コミュニケーション・スキルの因子分析

ENDCOREsの24項目に対して、主因子法によ

る因子分析を行った。因子の解釈可能性から 6因

子構造が妥当であると考えられた。6因子構造を

仮定し、主因子法・Promax回転による因子分析

を行った。その結果、因子負荷量の小さかった 3

項目を除外し、残りの21項目に対して再度、主

因子法・Promax回転による因子分析を行った。

その結果、先行研究とほぼ同様の 6因子構造が確

認された。それぞれの因子におけるα係数

は、.60～.85であり、やや値の低い因子もあるが、

因子負荷量がいずれも .35以上であり、さらに研

究を進める上で、必要な項目であるため、以降の

分析で使用することとした。

（2） 大学生用適応感尺度

大学生用適応感尺度の30項目に対して、主因

子法による因子分析を行った。因子の解釈可能性

から 3因子構造が妥当であると考えられたため、

3因子構造を仮定し、主因子法・Promax回転に

よる因子分析を行った。その結果、因子負荷量の

小さかった 3項目を除外し、残りの27項目に対

して再度、主因子法・Promax回転による因子分

析を行った。先行研究では 4因子であったが、本

（2007） のENDCOREsを使用した。この尺度は、

「自分の感情をうまくコントロールする」など 4

項目からなる『自己統制』因子、「自分の考えを

言葉でうまく表現する」など 4項目からなる『表

現力』因子、「相手の考えを発言から正しく読み

取る」など 4項目からなる『解読力』因子、「ま

わりとは関係なく自分の意見や立場を明らかにす

る」など 4項目からなる『自己主張』因子、「相

手の意見や立場を尊重する」など 4項目からなる

『他者受容』因子、「人間関係を良好な状態に維持

するように心がける」など 4項目からなる『関係

調整』因子の 6因子から構成されている。計24

項目について、「かなり苦手」 （1点）、「苦手」 （2

点）、「やや苦手」 （3点）、「ふつう」 （4点）、「や

や得意」 （5点）、「得意」 （6点）、「かなり得意」

（7点） の 7件法で回答を求めた。得点が高いほ

どコミュニケーション・スキルが高いことを意味

している。

（3） 大学生用適応感尺度

大学での適応感について尋ねる項目で大久保・

青柳 （2003） の大学生用適応感尺度を使用した。

この尺度は、個人が環境と適合しているときの認

知や感情を測定することのできるもので、特に大

学環境での適応感を測定するために使用できるも

のである。「周囲に溶け込めている」など10項目

からなる『居心地の良さの感覚』因子、「熱中で

きるものがある」など 7項目からなる『課題・目

的の存在』因子、他人から頼られていると感じ

る」など6項目からなる『被信頼・受容感』因

子、「その状況で嫌われていると感じる」など 6

項目からなる『拒絶感の無さ』因子の 4因子から

構成されている。計29項目について、「全くあて

はまらない」 （1点）、「あまりあてはまらない」 （2

点）、「どちらともいえない」 （3点）、「ややあては

まる」 （4点）、「非常によくあてはまる」 （5点） の

5件法で回答を求めた。得点が高いほど大学で適

応していると感じていることを意味している。

（4） 青年期の不器用さの自己認知に関する尺度

青年期の不器用さの自己認知について尋ねる項

目である。林ら （2017） の現在の不器用さ自己認

知尺度を使用した。調査を行ったのは2014年で

あるが、この尺度は青年や成人を対象とした
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が確保されていると判断した。

（3） 現在の不器用さ自己認知尺度

現在の不器用さ自己認知尺度の21項目に対し

て、主因子法による因子分析を行った。因子の解

釈可能性から 4因子構造が妥当であると考えられ

た。4因子構造を仮定し、主因子法・Promax回転

による因子分析を行った。その結果、因子負荷量

の小さかった 4項目を除外し、残りの17項目に

対して再度、主因子法・Promax回転による因子

分析を行った （Table 2）。α係数は、.60～.81であ

り、やや値の低い因子もあるが、因子負荷量がい

ずれも .35以上であり、さらに研究を進める上

で、必要な項目であるため、以降の分析で使用す

ることとした。

研究では『課題・目的の存在』因子が抽出されな

かった。この因子は「好きなことができる」「満

足している」「退屈である」「自分のペースでいら

れる」等の項目で構成されており、これは大学で

の居心地のよさでもあると解釈できる。本研究で

はそれらの項目に加え、先行研究での『居心地の

良さの感覚』因子の項目である「周りの人と楽し

い時間を共有している」「リラックスできる」「あ

りのままの自分を出せている」が同じ因子に抽出

されたため、本研究ではこれらを『居心地のよ

さ』因子と命名した。その他 2つの因子は、先行

研究とほぼ同様の『拒絶感のなさ』因子、『被信

頼感』因子であり、3因子構造が妥当であると判

断した。それぞれの因子におけるα係数に関して

は、.78～.87の値が得られたため、十分な信頼性

Table 2　現在の不器用さ自己認知尺度の因子分析結果（主因子法・Promax回転）

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ．微細運動（現在）（α＝.722）

21. ナイフやフォークを使って、食事をすることが難しい .719 －.065 －.138 －.023

10. 箸を使って食事をすることが難しい .668 －.026 －.075 .132

17. スキップをするのが難しい .644 .186 －.187 .019

14. 食事の際、食べこぼしが多い .607 －.065 .267 －.195

11. ひげそり、もしくは化粧のような身支度に苦労をする .356 .061 .176 .039

Ⅱ．粗大運動（現在）（α＝.813）

16. ボールを正確に投げるのが難しい .018 .871 .122 －.079

20. ボールを捕るのが難しい .045 .806 .029 －.028

 7. チームスポーツを避ける －.060 .608 －.042 .190

Ⅲ．不注意（現在）（α＝.634）

 3. 物にぶつかってつまずくことがある －.016 －.013 .751 .104

 2. 持ち物をなくすことがよくある －.173 －.014 .655 .122

19. 電車に立って乗っている時にふらつきやすい .045 .171 .475 －.117

 5. 初めて行く場所で場所で道に迷う －.048 .034 .395 －.122

Ⅳ．書字・多動性（現在）（α＝.604）

12. 同年齢の人と同じくらい速く書くことができる（R） .146 －.155 .145 －.591
13. そわそわせずに長時間座っていることができる（R） .046 .036 －.011 －.500
 8. 正確に黒板を書き写すことが難しい .204 －.083 .204 .401
 4. きれいに（他の人が読めるくらいの）字を書くのが難しい .231 .081 －.040 .387
 9. 筆圧が強すぎる、あるいは弱すぎる .149 －.043 .124 .367

因子間相関　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ － .482 .458 .339

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ － .373 .106

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ － .305

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ －

注：（R） は逆転項目
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一方で、「書字・多動性」 （ t ＝3.02, df＝214, p< 

.01） は男性のほうが女性よりも有意に高い得点を

示していた。このことから女性のほうが全身を協

調させた粗大運動の不器用さや日常での不注意さ

の自己認知が高いことが明らかになった。一方で

手と目の協応動作を必要とする書字能力や字をき

れいに書くこと、そわそわせずに長時間座ってい

るという動作は男性のほうが苦手であると自己認

知していることが推測される。

３． 不器用さの自己認知とコミュニケーション・

スキルおよび適応感の相関

不器用さの自己認知とコミュニケーション・ス

キルおよび適応感の関連を把握するために、相関

分析を実施した （Table 4）。

２．各下位尺度における男女差の検討

男性 （n＝119）と女性 （n＝97）に分類し、各

下位尺度について t検定を行った （Table 3）。

コミュニケーション・スキルに関して、「解読

力」 （ t ＝-2.26, df＝214, p<.05）、「表現力」 （ t ＝

-2.65, df＝214, p<.01） について、男性よりも女

性のほうが有意に高い得点を示していた。このこ

とから男性よりも女性のほうが相手の気持ちや感

情を正しく読み取ることや感じ取ること、また自

分の気持ちをうまく表現することに優れていると

推測される。適応感については有意な男女差はみ

られなかった。不器用さ自己認知に関しては、

「粗大運動」 （ t ＝-2.24, df＝214, p<.05）、「不注

意」 （ t ＝-3.16, df＝214, p<.01） について女性の

ほうが男性よりも有意に高い得点を示していた。

Table 3　各下位尺度の男女別における t 検定結果

男性 （n＝119） 女性 （n＝97）
t 値

M SD M SD

解読力 4.23 1.02 < 4.53 .90 －2.26*

他者受容 4.84 .80 4.64 .79 1.89

ENDCOREs
自己主張 3.91 .92 3.79 .83 1.07

関係調整 4.39 .89 4.41 .89 －.16

表現力 4.00 .89 < 4.32 .92 －2.65**

自己統制 4.41 1.28 4.24 .97 1.14

他者からの受容感 3.69 .60 3.76 .60 －.91

適応感 居心地の良さ 3.56 .70 3.67 .66 －1.18　

被信頼感 3.19. 53 3.24 .53 －.69

微細運動 1.65 .61 1.76 .62 －1.33　

現在 粗大運動 2.16 1.04 < 2.48 1.1　 －2.24*
不器用さ 不注意 2.58 .81 < 2.94 .86 －3.16**

書字・多動性 2.57 .74 > 2.27 .67  3.02**

注：男性 n＝119名　　女性 n＝97名
**p<.01　*p<.05

Table 4　不器用さの自己認知とコミュニケーション・スキルおよび適応感の相関係数

ENDCOREs 適応感

解読力 他者受容 自己主張 関係調整 表現力 自己統制
拒絶感の
なさ

居心地の
良さ

被信頼感

現在の
不器用さ

微細運動 －.18** －.22** －.19** －.06 －.09　 －.03　 －.32** －.12　 －.12　

粗大運動 －.25** －.16* －.23** －.12 －.20** －.11　 －.26** －.14* －.20**

不注意 －.21** －.06　 －.23** －.10 －.10　 －.12　 －.14* －.08　 －.11　

書字･多動性 －.34** －.24** －.22** －.13 －.15* －.19** －.28** －.18** －.18**

**p<.01　 *p<.05
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「関係調整」について男性では「粗大運動」、

「不注意」間に負の相関が見られた。女性では、

有意な相関は見られなかった。

「表現力」について、男性では、「微細運動」、

「粗大運動」、「不注意」間に負の相関が見られ

た。女性では、有意な相関は見られなかった。

「自己統制」について男性では「粗大運動」、

「不注意」間に負の相関が見られた。女性では有

意な相関は見られなかった。

次に大学での適応感と不器用さの自己認知の関

連について述べる。「拒絶感のなさ」は不器用さ

自己認知のすべての因子間に負の相関が見られ

た。「居心地の良さ」は「粗大運動」、「書字・多

動性」間に負の相関が見られた。「被信頼感」は

「粗大運動」、「書字・多動性」間に負の相関が見

られた。同様に男女別に述べる。

「他者からの受容感」について男性では「微細

運動」、「粗大運動」、「不注意」、「書字・多動性」

間に負の相関が、女性では「微細運動」、「粗大運

動」、「書字・多動性」間に負の相関が見られた。

「居心地の良さ」について男性では、「不注

意」、「書字・多動性」間に負の相関が見られた。

まず、コミュニケーション・スキルと不器用さ

の自己認知について述べる。「解読力」「自己主

張」は、不器用さ自己認知のすべての因子に負の

相関が見られた。「他者受容」は、「粗大運動」、

「微細運動」、「書字・多動性」間に負の相関が見

られた。「表現力」は、「粗大運動」、「書字・多動

性」間に負の相関が見られた。「自己統制」は、

「書字・多動性」に負の相関が見られた。

男女別での関連を検討するため、男女別で相関

分析を実施した （Table 5）。「解読力」について、

男性では「微細運動」、「粗大運動」、「不注意」、

「書字・多動性」間に負の相関が見られた。女性

では「微細運動」、「書字・多動性」間に負の相関

が見られた。

「他者受容」について男性では、「微細運動」、

「粗大運動」、「書字・多動性」間に負の相関、女

性では、「微細運動」、「書字・多動性」間に負の

相関が見られた。

「自己主張」について男性では、「粗大運動」、

「不注意」、「書字・多動性」間に負の相関が見ら

れた。女性では「微細運動」、「不注意」間に負の

相関が見られた。

Table 5　男女別における不器用さの自己認知、コミュニケーション・スキル、適応感の相関係数

ENDCOREs 適応感 現在の不器用さ

解読力 他者受容自己主張関係調整 表現力 自己統制
拒絶感の
なさ

居心地の
良さ

被信頼感 微細運動粗大運動 不注意
書字・
多動性

解読力 －  .43**  .41**  .47**  .52**  .14  .16  .18  .35** －.19* －.34** －.32** －.32**

他者受容  .36** －  .18  .35**  .33**  .17  .16  .18*  .24** －.20* －.20* －.14 －.29**

END
COREs

自己主張  .34**  .19 －  .28**  .52**  .22*  .23*  .14  .35** －.12 －.26** －.23* －.30**

関係調整  .29**  .27**  .24* －  .38**  .16  .14  .25**  .36** －.08 －.19* －.23* －.17

表現力  .28**  .27**  .29**  .37** －  .17 .33**  .31**  .46** －.19* －.43** －.26** －.12

自己統制  .13  .36**  .03  .23*  .33** －  .05  .23*  .10 －.06 －.20* －.21* －.23*

拒絶感の
なさ

 .18  .21*  .38**  .16  .25*  .06 －  .56**  .58** －.34** －.27** －.28** －.26**

適応感
居心地の
良さ

 .06  .08  .22*  .01  .26** －.03  .67** －  .62** －.12 －.16 －.19* －.19*

被信頼感 .37**  .16  .46**  .19  .25*  .04  .59**  .54** － －.07 －.13 －.15 －.18*

微細運動 －.21* －.22* －.27** －.04 －.01  .05 －.30** －.12 －.20 －  .46**  .41**  .40**

現在の
不器用さ

粗大運動 －.20 －.07 －.19 －.05 －.01  .04 －.28** －.15 －.30**  .36** －  .34**  .26**

不注意 －.17  .09 －.22*  .05 －.01  .05 －.02  .01 －.09  .19  .29** －  .40**

書字・
多動性

－.32** －.26* －.16 －.06 －.11 －.16 －.31** －.14 －.16  .32**  .23*  .19 －

**p<.01
 *p<.05

右上：男性
左下：女性
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が負の有意なパスを示した （Figure 3）。「関係調

整」について、男性では「不注意」から負の有意

なパスがみられた （Figure 4）。「自己統制」につ

いて、男性では「書字・多動性」が負の有意なパ

スがみられた （Figure 5）。

適応感の「拒絶感のなさ」について、女性で

は「書字・多動性」が負の有意なパスを示した

（Figure 6）。「被信頼感」について、男性では

「書字・多動性」から、女性では「粗大運動」か

ら負の有意なパスがみられた （Figure 7）。

女性では有意な相関は見られなかった。

「被信頼感」について男性では「書字・多動性」

間に負の相関が見られた。女性では「粗大運動」

間に負の相関が見られた。

 ４． 不器用さ自己認知がコミュニケーション・

スキルおよび適応感に及ぼす影響

相関分析の結果において、ほぼすべての変数間

に相関が認められたため、不器用さ自己認知がコ

ミュニケーション・スキルおよび適応感に及ぼす

影響を検討するため重回帰分析（ステップワイズ

法）を行った （Figure 1-7）。変数間での相関に男

女差が見られたため、男女別で分析を行った。

コミュニケーション・スキルの「解読力」につ

いて、男性では「粗大運動」と「書字・多動性」

が負の有意なパスを示した （Figure 1）。「他者受

容」について、女性では「書字・多動性」が負の

有意なパスを示した （Figure 2）。「自己主張」に

ついて、男性では「書字・多動性」、「粗大運動」

***p<.001．**p<.01
※有意なパスにみ記述してある

Figure 1　 不器用さと解読力の因果関係 （男性）

*p<.05
※有意なパスにみ記述してある

Figure 2　 不器用さと他者受容の因果関係 （女性）

***p<.001．**p<.01．*p<.05
※有意なパスにみ記述してある

Figure 3　 不器用さと自己主張の因果関係 （男性）

*p<.05
※有意なパスにみ記述してある

Figure 5　 不器用さと自己統制の因果関係 （男性）

***p<.001．**p<.01．*p<.05
※有意なパスにみ記述してある

Figure 6　 不器用さと拒絶感のなさの因果関係 （女性）

**p<.01．*p<.05
※有意なパスにみ記述してある

Figure 7　 不器用さと被信頼感の因果関係
　（上：男性　下：女性）

*p<.05
※有意なパスにみ記述してある

Figure 4　 不器用さと関係調整の因果関係 （男性）
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ポートが有効となるだろう。そのため、男子大学

生を中心とし、特に粗大運動や書字・多動性に苦

手意識をもつ学生に対し、アサーション・トレー

ニングをすることは支援のひとつとなりうるので

はないか。

解読力と他者受容の反応系について、男女共に

自身が不器用であると自己認知することと相手の

気持ちを正しく読み取ることや他者を受容するコ

ミュニケーション・スキルの低さとの関連が明ら

かになった。また、男性においては「粗大運動」

と「書字・多動性」が不器用であると自己認知す

ることが解読力を抑制すること、女性においては

「書字・多動性」が不器用であると自己認知する

ことが他者受容を抑制することが明らかとなっ

た。男性においては不器用さのサブタイプに関わ

らず、不器用だと自己認知することは他者を受容

することや相手の気持ちを正しく読み取ることが

難しい傾向があることが考えられる。上村 （2007）

は自己受容と他者受容のバランスがとれている者

は自己と他者の相互調整を円滑に行うことができ

る一方で、自己受容と他者受容のバランスを欠い

た者は自己と他者の相互調整を行うことが困難な

状態にあると述べている。このことから青年に

とって適度な自己受容と他者受容を保つ状態は重

要であるといえる。しかし、青年期に自己を不器

用であると自己認知している場合、自己受容が低

くなっていることが推測される。このことは自己

と他者の受容のバランスが崩れ、他者受容が低く

なると考えられる。女性においては「微細運動」

と「書字・多動性」との間に関連がみられ、不器

用さのタイプとしては、手先の器用さが関連して

いる。そのため、手先の不器用さに対する運動の

支援もひとつであるのではないかと考えられる。

例えば、手先が不器用だと自己認知している人を

対象とし、簡単な色ぬりや季節に合わせて手芸を

行う等のプログラムを開くことがあげられる。手

先の不器用さの自己認知が和らぐことで、自己受

容ができていくことが期待できる。

「自己統制」について、男性においては「書

字・多動性」からの影響がみられたが、女性にお

いては関連がみられなかった。書字能力の低さや

多動性の傾向が高いほど自分の衝動や欲求を抑え

ること、コントロールすることの困難さが強くな

ることが示された。字がきれいにかけるかどうか

Ⅳ　考察

１． 不器用さの自己認知とコミュニケーション・

スキルとの関連、男女差の検討

本研究では藤本・大坊 （2007） のENDCOREs

を使用した。このENDCOREモデルとは共通す

るコミュニケーション・スキルの因子を階層構造

として統合したものであり、表現力と自己主張に

共通するENCODE、解読力と他者受容に共通す

るDECODE、自己統制のCONTROL、関係調整

のREGULATIONからなる。この階層構造をもと

に考察を行う。また、不器用さの自己認知が女性

よりも男性のほうがコミュニケーション・スキル

と関連し、不器用さがコミュニケーション・スキ

ルの低さに影響していることが明らかになった。

表現力と自己主張の表出系について、男性にお

いて粗大運動が不器用であるという自己認知が自

己主張に影響を、表現力と関連があることが明ら

かになった。表現力に関しては、女性のほうが男

性に比べ得点が高く、不器用さとの関連が見られ

ないことから、女性は不器用さの自己認知に関係

なく表現力を獲得していることが考えられる。表

出系の自分の意見や立場を明らかにすることや自

分の気持ちを言葉やしぐさでうまく表現すること

の一つに平木 （2009） のいうアサーションがある

だろう。アサーティブではない自己表現は「攻撃

的」または「非主張的」な自己表現と分類され

る。平木 （2009） は非主張性の特徴として、自分

の感情を表現できない、まわりくどい言い方をす

るなどの傾向をあげており、非主張性には「言え

ない」という行動に限らず、表現することへの不

安や、表現することはできても相手にきちんと伝

えることができないといった要素が含まれている

と述べている。これは本研究のコミュニケーショ

ン・スキルとして扱った、自己主張や表現力にも

あてはまり、表現することへの不安さやスキルの

不足は、幼少期や幼少期から続く現在の不器用さ

による自信の喪失が社会でのスキルにも影響を及

ぼした可能性が考えられる。大学 3・4年生を対

象に自己アピールの苦手意識に対するアサーショ

ン・トレーニング効果を研究した久保山ら （2015）

はトレーニングの前後でアサーションの行動面、

心理面がアサーティブになったことが示されてい

る。男女差が見られたことから、性別ごとのサ
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において関連はみられなかった。青年の学校への

適応感について調査した先行研究では居心地の良

さの感覚は女性のほうが男性よりも得点が高かっ

たことが明らかにされている （大久保，2005）。こ

れらのことから女性は不器用さの自己認知に関わ

らず、学校での居心地の良さを感じていることが

考えられる。また、男性においても居心地の良さ

は不器用さとの関連が少なく、居心地の良さには

自分のペースでいられることや、安心できるこ

と、リラックスできることが含まれており、不器

用だと自己認知することに関わらず感じることが

できるためではないだろうか。このことから、他

者と比較されることのない環境や自分のペースを

維持できる環境はすごしやすい環境であると考え

られる。

「被信頼感」について、男性においては「書

字・多動性」の不器用さが、女性においては「粗

大運動」の不器用さが「被信頼感」の低さに影響

を与えることが示された。書字能力における不器

用さは学業成績にも影響することが想定される

（APA，2014）。そのため、男性においては書字能

力の不器用さが他人から良い評価がされている、

頼られていると感じることに影響を与えたのでは

ないかと考えられる。女性においても書字能力の

不器用さが学業成績に影響していると想像できる

が、「被信頼感」との関連はみられなかった。女

性においては粗大運動に他者からの期待を感じて

いることが考えられ、そのため自分が他者から期

待されていると感じる気持ちが低くなる傾向と関

連していることが推測される。

不器用さの自己認知が適応感と関連、影響して

いることが明らかになった。適応感についての先

行研究では「友人との関係」が適応感のいずれの

側面に対して強い影響があることが示唆されてい

る （大久保，2005）。本研究では、適応感を個人―

環境の適合性の視点から調査したが、拒絶感のな

さや被信頼感は友人との関係で感じるものである

と想定される。そのため、友人との関係で不器用

さにおける劣等感を感じたり、不器用であるがゆ

えにうまくコミュニケーションがとれないことが

不器用さと適応感が関連づいたと考えられる。不

器用さのサブタイプに応じ、苦手であると自己認

知している人を対象に、運動プログラムを開くこ

と、日常に必要なスキルをお便りとして相談室や

や正確に速く書くことができるかどうかという書

字能力は手指の自己コントロールとも言えるだろ

う。そして感情や衝動などのコントロールは獲得

可能なコミュニケーション・スキルでもあるが、

比較的神経生理学的領域に関わる特性であるもの

であり、統制という面で関連していることが考え

られる。「書字・多動性」の不器用さは女性より

も男性の方が苦手であると自己認知しているた

め、女性では「自己統制」への関連がみられな

かったのではないか。

「関係調整」について、男性においては不注意

であると自己認知することが関係調整の苦手さに

影響していることが示された。関係調整は集団内

の人間関係およびコミュニケーションに働きかけ

る能力であり （藤本・大坊，2007）、物につまずき

やすい、持ち物をなくすことがよくあるという周

囲に対する不注意さは、周囲の人間関係全体に注

意を向け、働きかけることへの難しさに関連して

いると考えられるため影響がみられたのではない

か。「不注意」の因子には生活の自立に関わるも

のが含まれており、高橋 （2012） は、「学生に自分

の生活を自己管理するためのポイントを伝えるこ

とは、自立にも意味のある支援」であると述べて

いる。日常生活、学校生活に必要な日程や物の管

理をするスキル等を伝えることが有効である可能

性が考えられる。

２． 不器用さの自己認知と適応感との関連、男女

差の検討

「拒絶感のなさ」は男性においてすべての不器

用の自己認知と負の相関が見られた。女性におい

ては「書字・多動性」と「粗大運動」の不器用さ

が「拒絶感のなさ」の低さに影響を与えることが

示された。不器用さの自己認知の低さが、男女と

もに学校での拒絶感に影響を与えることが考えら

れる。青年期の不器用さの自己認知と中学生まで

の不器用さの自己認知が関連していることから

（林ら，2017）、幼少期に不器用さを自己認知して

いた場合、集団での遊びから排除されやすかった

ことが仮定され、拒否されていると感じたり、好

かれていないと感じたりしてきた、もしくは現在

も感じていることが推測される。

「居心地の良さ」は、男性では「不注意」、「書

字・多動性」との間に負の相関が見られた。女性
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や児童期が対象とされてきた。本研究では青年期

を対象とし、不器用さとコミュニケーション・ス

キルや適応感との関連について検討する上では有

意義であったと考えられる。しかし、不器用さの

自己認知とコミュニケーション・スキルおよび適

応感との間に負の相関がみられたのにも関わら

ず、パスがみられなかったことからは今後、モデ

ルの改良を行い検討する必要があるだろう。

また、大学生や青年期を対象にするならば不器

用さを補う要因にどんなものがあるのか自由記述

などで探索的に検討することも意義があるのでは

ないか。
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